
Rumeur au sujet de la disparition d’employés ayant travaillé à la centrale de Fukushima 

Daiichi. Ce mail m’a été transmis tel quel. Je n’ai pas pu vérifier que M. Seto existait. Cela 

nécessiterait une enquête sur le territoire japonais.   

     

 

Envoyé le : Jeudi 3 Novembre 2011 9h54 Objet : prof de kyoto Univ. 
 

＜★ 福島の作業員の秘密＞ 

mixiの瀬戸教授・現在は災害対策実行本部 

統括監（原子力災害・文教環境担当）の日記からです。 

 

東京電力は、福島第一原発で作業員百数名が行方不明となっていると報告していま

すが、あれは嘘です。 

 

実際は、放射性物質の廃棄に伴って強い放射線に曝され、心筋異常を起こしてしま

い命を落としています。また、その方々は福島県立医科大学に『放射線障害研究用

検体』として徹底的に管理されています。 

 

もちろん、一企業が作業員を殺したとなれば大問題となる。だからといって作業員

の数が減ったことを隠す訳にはいかない。その狭間で出された結論が『行方不明者

多数』というものです。 

 

行方不明と処理された作業員の家族には、莫大な額のいわば口止め 

料が支払われています。そのために公言する方がいないのです。 

これは一種の脅しだと思います。 

 

私もこれをmixiで発言するべきなのか考えました。 

しかし、事実をお知らせするのも私の役目であると考えました。 

 

この日記は、多分に即刻削除されると思います。 

また、転載をされますとその方にも何らかの制約がかかるものと思います。 

しかし、情報統制に屈し真実を隠してしまっても状況は良くなりません。 

 

以降も更新は続けますが、暗揄的な表現が多くなるかもしれません。 

その場合は私にメッセージいただければ、より深くご説明させていただきます。 

では。 

 

 

 

※瀬戸教授は佐賀に関連しては、６月に、このような日記も書かれました。 

 

 

 

皆様 

 

佐賀 県へ旅立ち、本日二日目です。 

インターネット中継による住民説明会も開かれ、その説明会の内容ややり方に不満



を募らせておられると思います。 

 

私も昨日佐賀県へ向かい、原子力政策担当官と話をしてきました。ただ体一つで向

かっても意味がないと思い、原子力に関する物理学的資料や放射線治療についての

学術論文などを抱えていきました。 

 

佐賀県に着いたのが15時過ぎです。向かっている途中でアポを取っておきました。 

しかし、原発関連で話を伺いたいと伝えてもなかなか首を縦には振ってくれず、20

分ほど説得しましたが。 

 

バス、新幹線、車、新幹線と乗り継ぎ、空港に着くと担当官が迎えにきました。 

同じ車に乗り、県庁へ向かうのかと思ったのですが、着いたのは一軒の古民 家。 

『食事でもいかがですか？』と言われ、店の中に。 

 

担当官は、県知事か政府の方から強く言われ指示を受けたのか、『玄海原発再開を

容認してくれ』と言わんばかりに説明してきました。 

しかし、私はそんな説明を聞きに佐賀まで来た訳ではないので、担当官からの説明

が一段落したところで、こう聞きました。 

『玄海原発再開は、あなたの本心ですか？』 

すると、担当官は黙り込んでしまいました。そこで私はもう一つ尋ねました。 

『何故、必死になって再開を目指すのですか？』 

担当官は、ようやく重い口を開きはじめました。以下は担当官の言葉です。 

 

『私は、生まれも育ちも佐賀県です。小さい頃から手先を動かすのが好きで、高校

は実業高校に進みました。機械科でしたの 

で、いろんな機械について勉強しました。その中でも、原子力発電所については初

めて話を聞 いたときに感動した 

んです。こんなに安全で、理論体系もしっかりして、日本の原子力制御技術は世界

一、だから素晴らしい発電システムだと。 

大学でも原子力エネルギーについて勉強しました。勉強していくうちに、原子力と

いうのは本体となる技術が、理論が素晴らしくても、それを運用する政策環境が優

れていなければ何の意味もない、ならばその環境をより良いものにしたい、そう思

って卒業後に県職員になったんです。 

 

私も20年間、原子力政策に携わってきました。でも先生とは違い、原発の本当の恐

ろしさについては全く無知でした。最近、福島第一原発の事故があってから、私も

勉強するようになったんです。どれだけ環境に人間に影響があるのか。 

あれほど危険性の高いものを設置 

し運用していたかと思うと、私は悔やまれてなりません。しかし、それでも尚、原

発は進めなければならないのです。知事でさえ、危険性については重々承知してお

られます。知事も原発再稼動については反対です。我々県職員一同、同じ思いです

。 

 

しかし、経産省から原発誘致交付金が無くなって困るのは我々だ、と言われれ 

ば、私たちは黙って原発推進の立場に立たなければならないのです。 



先生、どうかお願いします。佐賀県の、日本の原発政策をいち早く止めてください

。これまでも何度か大学の先生方が来ましたが、反対の立場を明確になされた方は

先生だけです。 

子供達を、未来ある若者を救ってください。お願いします。』 

 

涙ながらにおっしゃられた、その担当官の言葉に強 く心打たれました。 

最初は、データや科学理論をたたき付けて説明しようと思っていたのですが、私も

考えさせられました。 

本当に原発を推進しているのは政府であり、実際に立地している自治体で推進した

いという人間はいない、ということが今回はっきりと分かりました。 

 

今日の住民説明会の前に、私の方から担当官と共に『自分の本心に沿ったご決断を

お願い致します。』とお願いしてきました。 

説明会の内容、結果としては知事はどっちつかずな中途半端な態度だったそうです

が、あの担当官のような方が政府に必死に抵抗している、言わば互角の戦いの真っ

最中であると解釈できます。 

今後も、原発再稼動に関して自治体の住民説明会が開かれることが予想されます。 

我々が、この機 に反対の声を上げれば、止めることは可能です。 

 

余談ですが、mixiである方の日記(マイミク様ではありません)に、 

こんな内容のものがありました。 

 

“これまで原発は稼動してきた。いまさら止めたところで何も変わりはしない。止め

るだけ無駄だ。” 

これは大きな間違いです。今、完全に原発を停止すれば、影響は必ず減少しま 

す。環境も人間も守ることができます。 

これからも、私は脱原発・非原発に向け活動していきます。 

 

 

 

瀬戸教授のプロフィール 

【経歴】 

新田小学校・児童会長 

東仙台中学校・生徒会副会長兼応援団長 

仙台工業高等学校 機械科機械コース・生徒会長 

京都大学 理学部理学科 物理学・宇宙物理学系 

京都大学大学院 理学研究科 数学・数理解析専攻 

 

【職歴】 

震災以降は大学を離れ、復興のお手伝いをさせていただいています。 

災害対策実行本部 統括監（原子力災害・文教環境担当） 

災害対策実行本部 本部統括監 


